
0 20 40 60（％）�

57.0

21.9

16.1

3.6

ある程度関心がある�

とても関心がある�

ほとんど関心がない�

全く関心がない�

0 10 20 30 40（％）�

32.1

31.7

18.3

5.8

4.9

3.8

収入のことで不安を感じる�

健康のことで不安を感じる�

特に不安を感じない�

生きがいのことで不安を感じる�

家族などの人間関係のことで不安を感じる�

住居のことで不安を感じる�

0 10 20 30 40（％）�

30.5

29.8

26.0

9.5

0.7

交通費の実費や昼食代はあった方がよい�

報酬も実費も期待していない�

金銭的な報酬よりも活動した時間が貯蓄され、自分が必要に�
なったときその時間分サービスを受けられた方がよい�

一定の報酬があった方がよい�

その他�

0 10 20 30 40 50（％）�

47.8

47.8

41.4

40.5

40.2

ごみの収集や処理など�

下水道（汚水）対策�

消防・救急体制�

健康診査などの保健予防体制�

鉄道やバスなどの交通機関�
（上位5位までを表記）�

0 20 40 60 80（％）�

70.6

42.9

25.6

14.3

12.1

ものを大切に使うよう心掛けている�

古紙・古布、空きびん・空き缶などの�
分別を徹底している�

トイレットペーパーや文具などは再生�
品の利用を心掛けている�
使い捨て商品を買わないようにしている�

買い物には袋を持参し余分な袋をもら�
わないようにしている�

（上位5位までを表記）�

■ごみ減量のために心掛けていること

狭山市民意識調査結果

「子どもからお年寄りまで安心して暮らせるまち」
が望まれています
本年１月に実施した、狭山市民意識調査の結果がまとまりました。市民の皆さんの身近な生活環境

や狭山市のイメージなどに対する意識、市政への要望などについて伺ったものです。調査結果につい
ては、今後のまちづくりを進めるための基礎資料として活用していきます。調査にご協力いただいた
皆さんに厚くお礼申し上げます。この調査結果の中から、主なものをご紹介します。

満足度が高いのは、下水道の整備とごみ
処理

■ボランティア活動への費用と報酬について

■身近な生活環境について

分別の徹底が１位

報酬など期待していない人と交通費・
昼食代は実費でという人がともに約３割

調査概要
■調査対象…市内在住の満２０歳以上の男女
■調査人数…３千人（住民基本台帳から単純無作為抽出）
■有効回収数…１千８８４人（６２．８％）
■調査方法…郵送による送付回収法
■調査期間…１月１８日～２月１日
※回答率はすべて百分率（％）で表し、少数点以下第２位
を四捨五入しているため、比率の合計が１００％を前後す
る場合があります。設問の中には複数回答があるため、比
率の合計が１００％を上回ることがあります

■老後の不安について

■介護保険制度への関心について

３人に１人が「収入」か「健康」に不安
を感じている

約８割の人が関心をもっている
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0 10 20 30 40（％）�

17.6

19.4

21.9

37.6

23.8

14.6

12.7

12.0

11.8

10.8

廃棄物処理対策�

道路網の整備�

公害対策の推進�

高齢者福祉の充実�

駅周辺の総合的な整備�

鉄道やバスなどの交通輸送の充実�

防犯対策の充実�

駐輪場などの整備�

公園の整備や緑地の保全など�

休日、夜間の医療体制の整備�
（上位10位までを表記）�

0 20 40 60（％）�

53.9

44.6

30.5

26.3

12.6

風呂の残り湯で洗濯などをしている�

電気器具をまめに消すなど省エネル�
ギーを心掛けている�

廃食用油は吸着紙などを使って処理している�

庭やベランダなどで花や木を育てている�

できるだけ再生紙を使うようにしている�
（上位5位までを表記）�

0 10 20 30（％）�

29.0

26.0

24.3

12.4

幅の広い道路や歩行者優先の道路�

バス、タクシーなどの運行が円滑�
な駅前広場�

駐車場・駐輪場�

緑豊かな公園やイベントができる広場�

0 20 40 60（％）�

40.4

52.1

26.6

23.1

18.0

16.3

3.7

緑や水辺を守り、自然豊かなまち�

福祉が充実して、子どもからお年寄�
りまで安心して暮らせるまち�

駅前や商店街などが整備され、都会�
らしさを感じさせるまち�
災害や交通事故がない、安心して暮�
らせるまち�
道路、公園など、都市的生活環境が�
整ったまち�
商業施設などが充実し、買い物など�
生活に便利なまち�
レジャー、スポーツ施設などが充実�
し、若者の多いまち�

（上位7位までを表記）�

0 20 40 60 80（％）�

68.3

64.3

32.3

15.8

10.3

廃棄物焼却炉の実態調査や事業者等への指導�

ダイオキシン類の環境調査の実施（大�
気・土壌調査）および結果の公表�

不適切な焼却防止のための監視活動�

周辺自治体との連携や国・県への要望活動�

環境教育・学習の場を設けるなどの啓発活動�

0 20 40 60 80（％）�

69.2

44.4

31.5

26.5

22.8

ごみ・廃棄物処理やリサイクルなど�
に関する情報�

福祉・医療・健康づくりなどに関する情報�

市の計画や施策に関する情報 

消費生活に関する情報�

防災・防犯や交通安全に関する情報�
（上位5位までを表記）�

約３割の人が「広い道路や歩行者優先道
路」を望んでいる

福祉・医療・健康づくりなどに関する情
報が最も必要

■魅力ある駅周辺にするために

■日常生活で必要な市や地域の情報について

電気器具をまめに消すなど「省エネ」が
１位

■環境改善のために心掛けていること
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「駅周辺の総合的な整備」「高齢者福祉
の充実」「公害対策の推進」が上位

■今後力を入れてほしい施策

「福祉が充実して子どもからお年寄りま
で安心して暮らせるまち」「緑や水辺を
守り自然豊かなまち」

「環境調査の実施と結果の公表」「事業者
等への指導」が上位

■望ましい市のイメージ

■ダイオキシン対策で市の取り組みとして重要なもの
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